
令和7年1月31日

令和7年度 予算編成のあらまし
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資料１



区制100周年までの道すじ

新「足立区基本計画」スタート！（令和7年度～令和14年度）

テーマ「やりたいことが叶うまち」
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予算のあらまし：●ページ

区民をはじめとした多様な主体と議論（約１年１か月）

足立区基本計画審議会での議論開始

R5.8 R6.2 R6.4 R6.5 R6.9 R7.2年月

・ 公募委員、関係団体代表者、学識経験者、区議会議員、区職員で構成

足立区基本計画審議会へ若年者の委員が参加
・ 18～29歳を対象に公募し、大学生が新たに加わる

区内小・中学生を対象にアンケートを実施
・ 「まちの将来像」「まちのリーダーだったらどんなことをするか」などの意見を聴く

審議会答申

基本計画ライブミーティングを開催
・ 来場者やライブ配信視聴者とパネリストが議論

計画策定

基本計画審議会答申の主な内容

① 「協創」のさらなる推進

② 「やってみたい」を支え、まちの個性・魅力を高める

③ 区民の命・くらしを守り、ウェルビーイングを高める

④ 子ども・若者と一緒にまちづくりを進める

⑤ 地域特性に応じた施策を展開する

⑥ まち全体で災害対策、環境対策を進める

⑦ SDGsの視点を反映させる

新基本計画の理念や
各施策の内容に反映

【全体会】３回 【分科会】８回（２分科会×４回）
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予算のあらまし：●ページ

区民一人ひとりの「やりたいことが叶うまち」へ！

区を取り巻く主な状況

世代や属性などあらゆる違いを認め合い、誰一人

取り残さない「安心」なくらしを実現する

新基本計画のポイント

Point１

Point２

「安心」なくらしを営む一人ひとりが「やりたいこと」

にチャレンジできる後押しを進める

一人ひとりの「やりたいこと」の実現が個性や活力

あふれるウェルビーイングの高いまちをつくる

Point３

※1

地域コミュニティの変化

① 新旧の住民が入り混じる

② 弱い絆（ウィークタイ）の重要性

多様化の進展

① 外国人人口の増加

（２０年前と比べて約1.8倍）

② 多様な価値観の広がり

人口構造の変化

① 少子化の進行(合計特殊出生率 0.99)

② 高齢化率の上昇(24.42％【1位／23区中】)

③ 壮年期単身者（35～64歳単身者）の増加

※2

※1 令和5年
※2 令和6年1月1日現在
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令和7年度 一般会計当初予算の概要

①歳出／②歳入
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■ 児童手当制度改正（高校生世代まで支給対象拡大ほか） ＋５１億円

■ 国の公定価格上昇による私立保育園等の運営費の増 ＋３１億円

■ R6定額減税で減税しきれなかった方への不足額給付 ＋１５億円

■ 給与改定による職員給与費の増（３，７０９人） ＋３０億円

■ 会計年度任用職員報酬の増（４，１４６人） ＋１６億円

区の裁量が及ばない増額　　約１８３億円
①「国・都の施策」による主な増要因

②「物価高騰・人件費上昇」による主な増要因

■ 道路の新設事業（北綾瀬駅前交通広場整備ほか） ＋３０億円

■ 東渕江小学校改築工事 ＋３０億円

■ 障がい者自立支援給付費（サービス充実による利用増） ＋１４億円

■ 東綾瀬中学校改築工事完了 △３８億円

■ 「すこやかプラザ　あだち」新築工事完了 △３５億円

【そのほかの主な増減要因】
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予算規模 3,473億円
＋172億円（+5.2％)

予算のあらまし：●ページ

令和7年度一般会計当初予算の概要 ①歳出

※ 金額は表示単位未満を端数調整しています

＋172億円
（＋５．２％）

（億円）

1１年連続過去最大を更新

《当初予算額 年度別の推移》

※ 各項目はR6当初予算とR7当初予算の比較

区の裁量が及ばない増（約１８３億円）を除くと

予算規模は前年度並み

予算編成のあらまし：１～９、６４、６９～７３ページ
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令和7年度一般会計当初予算の概要 ②歳入

③ 基金からの繰入 ２58億円

① 特別区交付金

② 特別区税

③ 基金からの繰入

（億円）

① 特別区交付金 1,169億円

■ 東京都新規求人倍率の上昇や東京都最低賃金引上げなどの雇用環境の
改善により、前年度からの増を見込む
※ 令和６年度の定額減税（２９億円）の影響により、前年度比＋４４億円の増と

なっているが、定額減税分は全額が地方特例交付金（国費）で補填されたため、
実質では前年度比＋１５億円となる

前年度比
+50億円

■ 原資となる都税収入が好調に推移し、前年度からの増を見込む
※ 都区間の配分割合により算定（都４４．９％、区５５．１％）

② 特別区税 567億円

《当初予算額 年度別の推移》

予算規模 3,473億円
＋172億円（+5.2％)

前年度比
+44億円

前年度比
△８2億円

■ 財政調整基金 102億円 （前年度比△１7億円）

■ 義務教育施設建設資金積立基金 57億円 （前年度比△7億円）

小・中学校の全体保全工事3５億円、東渕江小学校改築21億円ほか

■ 公共施設建設資金積立基金 49億円 （前年度比△37億円）

本庁舎北館改修工事14億円、北綾瀬駅前交通広場整備10億円ほか

■ 災害対策基金 14億円 （前年度比＋1億円）

建築物耐震化促進事業10億円ほか

定額減税分(29億円)は、全額
地方特例交付金(国費)で補填
されたため、実質は55２億円

過去
最高

過去
最高

予算編成のあらまし：１～９、６９～７３ページ

※ 金額は表示単位未満を端数調整しています
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ここからは、

令和7年度の主な施策・事業

についてご説明いたします。
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子ども・若者全力応援PLAN！1 子育て家庭＆若者の夢の実現を全力応援！

備えが命をつなぐ、足立の5つの防災アクション！2 大規模災害への対策強化

持続可能なまちづくり3 区内経済支援/人材確保・定着支援策/脱炭素社会の実現へ
足タク本格運行開始/ 「トクリュウ」対策

新たな足立の魅力を創出4
千住宿開宿４００年記念事業５

エリアデザイン/「すこやかプラザ あだち」開設

郷土博物館リニューアルオープン６

千住地域魅力体感企画/千住宿開宿400年プロモーション

企画展「千住・足立の文化遺産（前期）」 9
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子育て家庭訪問事業

対 象
５か月～１歳４か月の子育て家庭（全世帯）を訪問

※ 3～4か月児健診と1歳6か月児健診の間の1年間

訪問頻度
1か月～2か月に１回

※ 保護者の希望、保育園等への通園の有無は問わない

運営形態

① 保育士等の資格を有する会計年度任用職員

6名×月１００世帯（１日５世帯を想定)

② 民間企業のノウハウを活用するため委託事業者

をプロポーザルで選定（月3,400世帯を想定）

実施内容

① 子育て相談、傾聴により孤独・孤立を防止

② 毎回の訪問時に月齢に応じた絵本を配付

③ 専門機関へのつなぎ

子ども・子育て支援に関するニーズ調査から見えてきた課題

子育てについて

「気軽に相談できる人・場所があるか」

１－１ 生後５か月～１歳４か月の全ての子育て家庭を定期訪問

予算編成のあらまし：２０ページ

１０月スタート！約４千世帯を訪問 絵本配付NEW

課 題 1

７.４％

子育てに関する

「情報が得やすい」 ６０．５％

「いない／ない」

「思わない/
あまり思わない/
どちらともいえない」

課 題 ２

途切れる支援

３～４か月児健診と１歳６か月児健診の間は、

「行政との接点が少ない」

課 題 ３

直接訪問により、全ての子育て家庭が気軽に相談でき、
支援につながる仕組みを構築

２１１,０２８千円

子育て中の孤立・孤独

子育て情報の不足

（令和６年３月）

「相談の場」へのアクセスが
困難な家庭に対する支援を検討

ポピュレーションアプローチ！

最大１０回の訪問
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予算のあらまし：●ページ

子育て支援として全ての家庭の経済的負担をさらに軽減

予算のあらまし：●ページ
１－２ 予防接種を“ためらわない”環境整備

229,254千円
（＋77,948千円）

2

【都の補助】12歳以下を対象に1,000円/回

216,738千円 （+65,432千円）

皮下注射の助成額を千円増額

対 象 生後6か月から高校３年生相当

接種回数
生後６か月から12歳➡2回

13歳から高校3年生相当➡１回

助 成 額 3,000円/回

想 定 回数72,246回

１回につき

3千円を助成

１回につき

2千円を助成

R7R6

12,516千円

フルミストを助成対象に追加

対 象 2歳から高校３年生相当

接種回数 1回

助 成 額 6,000円/回

想 定 2,086回

特 徴

【都の補助】対象外

（インフルエンザ）

予算編成のあらまし：２０ページ

■ 鼻から投与するワクチンのため、

接種時の痛みがない

■ 令和6年度から使用が始まった

経鼻弱毒生インフルエンザワクチン

■ スプレータイプで、

１回ずつ左右の鼻の穴の中に吹きつける
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予算のあらまし：●ページ

予算のあらまし：●ページ
１－３ 若者の夢の実現を全力応援

部活動・習い事・資格取得など

夢や目標を実現したい高校生向け

大学等受験料

（上限）

300名
53,000円

模擬試験料

（上限）500名6,000円

（上限）300名8,000円

進学へのチャレンジを後押し 21,542千円

中学
３年生

高校
３年生

児童扶養手当受給世帯相当または住民税非課税世帯向け

30,000千円のチャレンジへ５万円を支給

３００万円

５００万円

年収目安

保護者

本人 or 保護者

支給先

３００名

６００名

支給人数

令和６年度からスタートした
「アダチ若者会議」の中で出
た意見を施策に反映・実現し
ました。

進学や就職準備に係る
60,717千円

生活困窮世帯向け

教材費等購入支援

200,000円
入学時に購入するPC・

教材費等の費用

（上限）

就職準備支援

30,000円（上限）

スーツ等の購入費

転居費用支援

500,000円（上限）

公営住宅への
入居支援

40,000円（上限）
※① 保護者（世帯の生計維持者）が３年以上区内在住

かつ
② 国の給付型奨学金で「第1区分」（住民税所得

割非課税の 世帯で、かつ修学意欲があること等
が条件）の認定を受けているもの

支給要件などを見直し復活

※

経済的負担を軽減

新たに３つの事業を開始

予算編成のあらまし：２０～２１ページ

Ｒ５

Ｒ７

大学入学共通テスト、
私立大学1校の受験を想定
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１－４ 不登校児童・生徒の を支援学び

都フリースクール等利用者助成上乗せ

24,000千円

28,500千円

対 象
フリースクールを利用している区内在住の不登校児童・
生徒保護者で、かつ都の助成金を受給している

助成額 2万円/月（上限）

対 象
区内在住で、私立学びの多様化学校に在学する児
童・生徒の保護者

助成額 授業料の1/2かつ上限30万円（所得制限なし）

私立学びの多様化学校(※)授業料の一部助成

NEW①

2万円 × 12か月 × 約100人

年間授業料1/2 × 約100人

※ 文科省により指定された、いわゆる不登校特例校

利用料6万円の
場合の助成例

不登校に関する実態調査・分析委託

１2,674千円

+329

全児童・生徒と保護者に

直接アンケートを実施

◼ 「新規急増」「全体傾向」の分析が必要
◼ 不登校の低年齢化など新たな支援が必要

課題

◼ 不登校当事者の意見などを収集

◼ 専門家の分析により、さらなる支援強化へ

調査
実施

+166

新たな不登校者数と小4以下の不登校者数

■ 新たな不登校者数
■ 前年度よりの不登校者数
● 小4以下の不登校者数

1,532
（人）

（14％）（14％）
（14％）

（11％）

（18％）

543 503 518 518 559

375 474 478
644

973

98 139 142
164
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低年齢化自己負担（4万円）

都助成2万円上限

利
用
料

（
6
万
円
）

都助成2万円上限

区助成2万円上限

自己負担（2万円）

拡 充

予算編成のあらまし：４０ページ

NEW②
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子ども・若者全力応援PLAN！1 子育て家庭＆若者の夢の実現を全力応援！

備えが命をつなぐ、足立の5つの防災アクション！2 大規模災害への対策強化

持続可能なまちづくり3 区内経済支援/人材確保・定着支援策/脱炭素社会の実現へ
足タク本格運行開始/ 「トクリュウ」対策

新たな足立の魅力を創出4
千住宿開宿４００年記念事業５

エリアデザイン/「すこやかプラザ あだち」開設

郷土博物館リニューアルオープン６

千住地域魅力体感企画/千住宿開宿400年プロモーション

企画展「千住・足立の文化遺産（前期）」 15



防災戦略課の組織 主な役割

避難所運営支援係
（係長１人＋職員１０人）

実効性のある避難所開設・運営

備蓄計画担当
（係長１人＋職員２人）

備蓄計画の策定・
備蓄増強と管理体制の強化

災害拠点整備担当
（係長１人）

旧入谷南小学校跡地の
災害対策拠点施設整備

災害時トイレ計画担当
（係長１人）

災害時トイレ確保・管理計画の策定

災害対策課の組織 主な役割

要配慮者対策担当
（係長１人）

災害ケースマネジメント体制整備
に向けた要配慮者対策支援

トイレの確保

備蓄
スペース
確保

長期化する
避難所生活
への対応

４つの課題を解決するため

防災対策を戦略的 かつ強力 に

推進する組織が必要

災害対策課 防災戦略課

４つの課題に対応する
業務を追加

係
長
級
職
員
を
配
置

これまでの対策では解決できない課題が山積

２－１ 防災力を強化！防災戦略課を新設

能登地震から見えた足立区の４つの課題 課題解決のため組織を再編

一部の業務を移管

トイレの
確保

災害
ケース

マネジメント

予算編成のあらまし：２６～２７ページ
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導入に
向けて２－２ 備えが命をつなぐ、５つの防災アクション！

8,800千円

NEW① 災害時トイレ確保・管理計画の策定（業務委託） NEW④

3,024千円

次のシーズンでは 施設までの移送や滞在費を区が支援

昨年の「台風第７号」への対応から見えた課題
（8/13-16）

設備が整っているとはいえない区立施設で

要介護者を受け入れ、適切なケアができるか

台風最接近時、特別養護老人ホームでの避難生活が可能

水害時の避難行動要支援者の避難先を拡充

① 物資・機材が整う ② 不安を解消 ③ ニーズに対応可能

区内特別養護
老人ホームの
協力により実現

NEW③ 避難所における情報通信設備等の強化

9,955千円

災害関連死対策

避難所DX推進
区オリジナルの災害ポータル

キャビネット（DPC）導入・設置

① 停電時の電源確保

② 情報収集と連絡手段を確保

③ 第一次避難所10か所へ先行導入

予算編成のあらまし：２６～２７ページ

令和７年度内に計画策定

災害関連死対策

NEW⑤ 要配慮者対策支援等に係る調査実施（業務委託）

11,770千円

NEW②

16,000千円

区独自！マンション備蓄品購入費用を助成

対象品目 保存水（賞味期限５年） ／ 簡易トイレ

助成金額 １棟の上限 800，000円（１戸の上限8，000円）

支援期間 令和7年度から3年間

対象となる
マンション

① 住戸数50戸以上 または 階数６階以上の規模

② 防災備蓄倉庫の設置（H25～区条例で設置義務有）

在宅避難の継続を支援

被災後の生活再建を後押し

蓄電池や情報通信資機材

を集約したDPCを導入

（Disaster Portal Cabinet）
調査結果をもとに、令和８年度以降の導入を検討

策定は努力義務

R７の
取り組み

① 要配慮者等、被災者支援に係る調査を実施

② 災害ケースマネジメント導入に向け、
課題整理と報告書を作成

※ ①と②を満たすことが条件

【助成数】 40棟（50戸）
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令和５年度から３年間限定で耐震助成を大幅拡充

２－３ 建築物耐震化促進事業助成件数を拡充 令和７年度限り

首都直下地震等の被害想定の見直しを受けて
（令和4年5月東京都公表）

追加！

残り1年！さらなる駆け込み需要を想定

R5当初予算額 R６当初予算額 R７当初予算額

819,749千円

（＋340,990千円）

1,070,949千円

（＋251,200千円）

1,172,189千円

（＋101,240千円）

７年度は６年度の助成メニューを継続実施

R6 R7予算額 対象件数

① 耐震診断
助成等

131,700千円
158,５00千円
（＋26,800千円）

576件
(＋90件)

② 耐震改修
助成

243,500千円
３０８,500千円
（＋65,000千円）

113件
（＋40）

③解体除却
助成

629,000千円
６４４,０00千円
（＋15,000千円）

397件
（＋10件）

耐震診断助成額1

2

4

3

10万円 ➡ ３０万円 20万円
ＵＰ

（R4） （R6）

耐震改修助成限度額

特定地域 120万 200万

一般地域 80万 150万

（R4） （R6） 80万円
ＵＰ

70万円
ＵＰ

家具転倒防止
器具取付工事

ブロック塀等カット工事

5万円➡ 1０万円
5万円
ＵＰ

（R4） （R6）

フェンス設置工事助成を新設（R6）

1万円/ｍ➡ 2万円/ｍ
（R4） （R6）

予算編成のあらまし：２６～２７ページ
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子ども・若者全力応援PLAN！1 子育て家庭＆若者の夢の実現を全力応援！

備えが命をつなぐ、足立の5つの防災アクション！2 大規模災害への対策強化

持続可能なまちづくり3 区内経済支援/人材確保・定着支援策/脱炭素社会の実現へ
足タク本格運行開始/ 「トクリュウ」対策

新たな足立の魅力を創出4
千住宿開宿４００年記念事業５

エリアデザイン/「すこやかプラザ あだち」開設

郷土博物館リニューアルオープン６

千住地域魅力体感企画/千住宿開宿400年プロモーション

企画展「千住・足立の文化遺産（前期）」 19



予算のあらまし：●ページ

３－1 区内経済と区民のくらしを全力サポート！

小規模事業者等経営改善補助金

事業承継促進支援助成金

NEW

拡充

８,０００千円

539,０００千円
（＋134,000千円）

事業承継が必要な事業者の早期着手を促進

【補助率・上限額】拡充①
区内事業者への
支払いが1/2以上の場合
（1/2未満の場合：補助率1/2、上限額1,500千円）

【件 数】拡充② 約400件（R6：200件）

【受付期間】拡大 4月～12月（R6：6月～11月）

区内事業者の経営力等の強化を図る

【上限額】① 設備投資等経費
製造業：2,000千円、その他：1,000千円

② 広告経費 一律500千円

【対 象】親族間承継、社内承継

【主な条件】
・区内に本社があり、5年以上操業している中小企業者
・3年以内に事業承継を予定又は事業承継後3年未満

消費喚起のための「3本の矢」主な中小企業「経営支援策」

補助率2/3
上限額2,500千円

予算編成のあらまし：３４～３５ページ

３

レシートde商品券
事業運営業務委託 570,000千円

960,000千円

１

PayPay商品券事業

２

区内店舗のレシート（税込900円以上）9枚で、
区内共通商品券2,500円分をプレゼント！

NEW

R7年5～7月
10万件想定

さらに「千住宿開宿400年」を記念して、
抽選で400名に4,000円分を追加！

新たな消費喚起策として、 PayPayを活用した
プレミアム付きデジタル商品券を発行（区民のみ・先着）

【プレミアム率】20％（5,000円で6,000円分の商品券）
【申込上限】1人5セット（30,000円分）まで
【発行総額】４，８００，０００千円 R8年1～3月

131,255千円
足立区商店街応援券
(商連プレミアム商品券)

足立区商店街振興組合連合会が発行する
プレミアム商品券にかかる経費を助成
【プレミアム率】紙券：20％、デジタル券：25％
【申込上限】1人各券２セット（２0,000円分）まで
【発行総額】３７０，０００千円

R７年９～１２月

継続

継続

20



予算のあらまし：●ページ

３－2 主な人材確保・定着支援策

確 保 定 着 スキルアップ

■介護人材確保総合事業
① 介護・障がいのしごと相談面接会

② 介護人材雇用創出事業

③ 若者向け短期就労体験・就労支援事業

既存①～③を統合し、通年実施で
きめ細かな就労支援を目指す
【目標：100人】

■介護・障がい職員家賃支援事業 ■介護職員資格取得

支援事業介護
・

障がい

保育

中小
企業

■保育士等住居借上げ支援事業
・ 保育士等の住居の借上げに要した費用月額上限

82,000円の7/8を補助【見込：800人】

■保育士奨学金返済支援事業
・ 奨学金の返済費用10万円（勤続5年以上は15万円）
まで補助【見込：200人】

■保育従事者永年勤続褒賞事業
・ 永年勤続者（5年・10年）を褒賞

・ 対象に保育補助者等（※）を追加

※ 保育に従事するパート職員等

【見込：300人】

■資質向上を
目指す研修

・ 職層別研修（3回）

・ 保育専門研修 （29回）

他研修含め、
全44回（合計定員3,940人)

NEW拡充

■中小企業人材採用支援助成金

【上限額】① 人材紹介600千円
② 求人広告400千円
（R6：一律400千円）

【件 数】約550件（R6：100件）

求人広告費等の助成で中小企業の人材不足を解消

181,029千円
（+141,029千円）

89,285千円
（+13,522千円）

区内介護・障がい福祉サービス等事業所に勤務
する職員に家賃の一部を助成

【対象】34歳以下の職員（区内在住要件無し）

【上限】月額3万円

【見込】100人 36,000千円

職員の資格取得を支援する区内介護
事業者に必要な経費を助成

（地域包括支援セン
ターを対象に追加） 31,600千円

（+7,850千円）

1,439千円

3,783千円
（+1,582千円）

656,400千円

■中小企業人材育成・
資格取得研修費補助金

【補助額】(R6上限額：50千円)

① 250千円／年度1回
② 125千円／年度2回まで
③ 50千円／年度5回まで

資格取得につながる講習等への参加費等を補助

19,582千円
（+15,482千円）

幼稚園教諭等でも
■幼稚園教諭等住居借上げ支援事業【見込：100人】

■幼稚園教諭等奨学金返済支援事業【見込： 90人】 83,600千円（+1,700千円）

拡充

拡充

拡充

拡充拡充

継続

【補助率】1/2

予算編成のあらまし：２２～２３、３４、４２ページ

【補助率】1/2

■中小企業人材確保
支援事業
人材確保・定着・育成に関する
中小企業へのコンサルティング支援

・ 支援企業数：50社（R6：30社）

45,950千円
（+26,459千円）

拡充

継続

21



予算のあらまし：●ページ

３－３ ２つの削減で地球沸騰化をＳＴＯＰ！
燃 や す ご み の 削 減 Ｃ Ｏ ₂ 排 出 量 の 削 減

令和８年度 プラスチック分別回収区内全域実施 太陽光・蓄電池補助金を大幅拡充

全戸
配布

太陽光発電ＰＰＡ（Power Purchase Agreement：電力購入契約）

◆ 発電電力の買取費用(事業者から買取）

Point① Point①

区立小・中学校への再生可能エネルギーを導入Point②
生ごみ処理機・コンポスト化容器購入費補助金を
大幅拡充Point②

33,505千円◆ 集積所約25,000か所分の
看板張替え等の必要経費

◆ 区内全域実施に向けた周知経費 52,458千円

① 「資源の出し方・ごみの出し方」冊子の作成
② 「プラスチック分別回収チラシ」作成
③ 「あだち広報清掃特集号」作成

【補助金の拡充】

① 上 限 額 2万円 ３万円

② 補 助 率 1/2 2/3

③ 当初予定件数 130件 750件

７５０世帯が１年間使用した場合、約４０ｔの削減が可能

22,500千円

6,212千円

拡
充

【全戸配布するPRチラシ作成・配布経費】

R６＝モデル地区で実施 ➡ R7＝周知活動に注力

5,177千円

1,191千円
（＋62０件）

1 2

R6当初 実績※ 対象件数 R7予算額

太陽光発電
システム設置
費補助金

260件
57,200千円

643件 1,000件
(＋740件)

220,000千円
（＋162,800千円）

蓄電池設置
費補助金

300件
15,000千円

696件 1,000件
（＋700件）

5０,000千円
（＋35,000千円）

※ 当初の見込みを超える申請に補正予算で対応

拡
充

R7. ５～６ 発電開始予定

※ 機器代・工事費用等は事業者負担

予算編成のあらまし：３２～３３ページ

◆ 緊急時補修費用等

R６～７＝平野小学校で先行実施

➡ R7=先行実施の検証を行い、１０校への拡大検討

区内の創エネ・省エネ設備の普及促進を加速

➡ R7中に脱炭素ロードマップの目標（Ｒ１２年度）を前倒しで達成
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予算のあらまし：●ページ

3－4 持続可能な交通手段の確保に向けた主な取組み

入谷・鹿浜地区

足タク運行負担金

１ デマンド型交通 本格運行へ

8,000千円

中学生以下の子を持つ世代に対し、割引券の配布を検討

乗降スポット
地域内に30か所の
乗降スポットを配置

■ 利用イメージ

■ 実証実験の実績（6月～12月）

① 利用件数 １２件/日
② 区負担額 １,５００円/件
③ 利用満足度 約８０％

※ 【利用料金】迎車料金+運賃が
2,000円未満：500円、2,000円以上：1,000円

４社のタクシー事業者の協力により、本格運行へ移行【4/1～】

子育て世代への利用促進策

地域内交通導入
サポート制度負担金

モデル地区１ 花畑地区

17,000千円

■ 運行方法
■ 路線定期型
■ 運行頻度：週３日（平日）

（8：30～16：00）
（１本/時間程度）

■ 運賃 ： １００円

7,000千円

■ 運行方法
■ 乗合型デマンドタクシー
■ 運行頻度
■ 週２、３日（平日）

（8：00～15：00）
■ 運賃 ： ２００円

2 新たな交通手段の実証実験を開始

モデル地区２ 常東地区 10,000千円

【車両イメージ】ワンボックスカー

地域ニーズに合った移動手段の確保を目指し、
新たに2つのモデル地区で実証実験を開始（7月頃～）

他の地域でも区民の方と連携しながら
地域内交通について検討していく

自宅 乗降スポット 地区外

地区外へは
乗り換えて

【車両イメージ】
ジャパンタクシー型

予算編成のあらまし：３０～３１ページ
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予算のあらまし：●ページ

対策① ３９種の防犯対策物品購入を後押し

侵入盗対策グッズを無償貸与 対策④

防犯フィルム

対策③

対策②
集合住宅向け

防犯カメラ設置助成

◼ 例年、約30団体から申請あり（１団体平均7台）

◼ H25～R５の11年間で、延べ１，100台以上の補助
（更新含む）

駐輪場防犯カメラ無償設置

◼ 自転車盗被害の4割超が集合住宅で発生

◼ 公営住宅及び民間集合住宅等へ防犯カメラの設置を推進

町会・自治会等向け

Ｐｏｉｎｔ1 個人向け防犯カメラ設置の補助率を引き上げ

（面格子の取り付け又は交換、防犯ガラスへの交換など）

① 事前にＳＮＳで巡回を周知

② 侵入盗多発地区を巡回

③ 「対策物品配布中」と音声放送で
呼びかける「石焼きいも方式」 集合住宅

（約４６％）

その他

道路上

駐輪場

戸建て

5年度設置

７０台
７年度設置

１００台

警視庁HP「犯罪発生情報（年計）」令和５年分より算出

電池式
センサーライト

池

◼ 1団体当たりの
上限５７０万円

◼ 1台当たりの
上限60万円

1台当たり57万円（維持管理費含む）

61,289千円 107,500千円

7,460千円 57,288千円

予算編成のあらまし：２８～２９ページ

最大

1万円
up

Ｐｏｉｎｔ２ 侵入盗対策強化！11品目でも補助率を引き上げ

R5.4～ 窓口限定配布 R６.12～ 出張巡回配布

1個:２千円程度

◼ ４カ所で合計２０0個を超える配布

◼ 「窓口に行けなかったので助かった」
「ＳＮＳを見て来た」との声多数

補助率 補助上限額

R6 １/２ ３万円

R7 ２/３ ４万円

3－５ 「トクリュウ」対策に特化！防犯カメラ設置補助を強化

設置実績 申請団体 設置台数

R5 31 191

R6 ２９ 190

※ 見込み

※ 

6年度設置目標

５０台

設置年度の翌年度末までの無償貸与
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子ども・若者全力応援PLAN！1 子育て家庭＆若者の夢の実現を全力応援！

備えが命をつなぐ、足立の5つの防災アクション！2 大規模災害への対策強化

持続可能なまちづくり3 区内経済支援/人材確保・定着支援策/脱炭素社会の実現へ
足タク本格運行開始/ 「トクリュウ」対策

新たな足立の魅力を創出4
千住宿開宿４００年記念事業５

エリアデザイン/「すこやかプラザ あだち」開設

郷土博物館リニューアルオープン６

千住地域魅力体感企画/千住宿開宿400年プロモーション

企画展「千住・足立の文化遺産（前期）」 25



予算のあらまし：●ページ

４－１ 地域とともに創る、エリアデザイン

イメージ図（南側から駅前広場を望む）

ペデストリアンデッキ

商業施設
令和７年６月開業
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尾
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橋
通
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国
道
４
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隅田川
荒川

毛長川
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計
画
）
地
下
鉄
８
号
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北 綾 瀬

駅前交通広場

北綾瀬駅前交通広場
【R7関連予算】1,337,000千円 工事費等

江 北

すこやかプラザ あだち 高野小学校跡地スポーツ施設

令和８年春
オープン予定

４月21日
オープン予定

商業施設の開業と合わせて

６月 供用開始予定

高野小学校跡地スポーツ施設
【R7関連予算】1,000,410千円 施設建設費等

北綾瀬駅前交通広場

予算編成のあらまし：３６～３７ページ
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予算のあらまし：●ページ

４－２ 「すこやかプラザ あだち」 オープン①

人生100年時代に向け 「もしも」に備えた医療・介護・健康の拠点

「在宅療養から看取りまで」 連携強化の拠点に

訪問型の医療や介護サービスを利用しながら“住み慣れた地域に住み続ける”ための
支援体制の充実を図る

① 在宅療養推進協議会の設立
② 在宅療養の区民啓発
③ 医療介護関係者への研修

医療と介護の連携・研修センター
【医療・介護関係者の連携】

６０歳からの健康リスタート事業（対象：60歳の区民）

「もしも」の備え
①医療・介護

所在地：足立区江北5-14-5
構 造：鉄骨造／地上4階
敷地（延床）面積：約7,740㎡（約5,680㎡）

【内容】自身の健康状態に『気づき』、 『学び、体験』を行う教室を開催し、『実践』を促す

【定員】700名【25名×28回（日中24回/年+夜間4回/年）】

【内容】・ 健康相談やプレコンセプションケア（※）など初期相談を受ける
・ 保健師や助産師が整理して、各専門機関へつなぐ

※ 不妊の悩みや安心な妊娠・出産に向け、女性のみならず男性も含めた支援を行う

４月２１日(月)

今後２０～３０年を
現役世代さながらに活躍を！

「もしも」の備え
②健康

5,305千円

医療関係者 基幹ホウカツ西部

ホウカツ江北介護関係者

医療と介護の
連携・研修センター

健康コンシェルジュの設置（対象：全区民）

15,779千円

予算編成のあらまし：２２～２３ページ

■江北保健センター

■江北休日応急診療所
■子育てサロンすこやかプラザ あだち

1F

2F

3F

■地域包括支援センター江北

■基幹地域包括支援センター西部

■成年後見センターあだち

■福祉まるごと相談課（西部拠点）

■医療と介護の連携・研修センター

■医療介護連携課
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保健所のバックアップ施設 【第2の保健所】

４－２ 「すこやかプラザ あだち」 オープン②

「もしも」の備え
③災害時

地震時 浸水時

▼最大想定浸水深 3.5m

浸水をしのぐため
主要諸室は上階に配置

停電時は
非常用発電機が稼働

（72 時間運転、屋上に設置）

避難所相当の耐震性能
（学校相当、用途係数 I=1.25）

１階は、休日応急診療所、
子育てサロンを設置

■ 非常用発電機により72時間施設を稼働可

■ 浸水をしのぐため1階は必要最低限の機能のみとし、主要諸室を2階以上に配置

■ フレキシブルに対応できる諸室を設け、災害時のDHEAT（※）の活動拠点や要

配慮者の緊急避難場所とする

3つの機能で、地震に備え、浸水をしのぎ、非常時にも保健所機能を維持

屋上に設置された非常用発電機

※ DHEAT（Disaster Health Emergency 
Assistance Team）…被災都道府県及び保健所
の指揮調整機能等を支援するため、医師や保健師
など5名程度で構成された災害時健康危機管理支
援チーム

予算編成のあらまし：２２～２３ページ

①

②

③
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子ども・若者全力応援PLAN！1 子育て家庭＆若者の夢の実現を全力応援！

備えが命をつなぐ、足立の5つの防災アクション！2 大規模災害への対策強化

持続可能なまちづくり3 区内経済支援/人材確保・定着支援策/脱炭素社会の実現へ
足タク本格運行開始/ 「トクリュウ」対策

新たな足立の魅力を創出4
千住宿開宿４００年記念事業５

エリアデザイン/「すこやかプラザ あだち」開設

郷土博物館リニューアルオープン６

千住地域魅力体感企画/千住宿開宿400年プロモーション

企画展「千住・足立の文化遺産（前期）」 29



予算のあらまし：●ページ

５－１ 千住宿開宿４００年記念事業
令和７年以降も何度も訪れたくなる街へ

１年を通して様々な企画を展開

400年特設サイト（通年）

シティドレッシング（通年）

企画展「千住・足立の文化遺産（前期）」

動画等配信(区外PR)

A-Festa

特別展示「千住宿400年」

シンポジウム

千住地域魅力体感企画

まちなか出張展示

開宿400年記念補助金（通年）

商店街補助金（通年）

千住・人情芸術祭「表現街」

足立の花火

鉄道広告等 (区外PR)

文化情報誌掲載

だじゃれ音楽祭「キタ！千住の1010人」

※ スケジュールはイメージ
※ 他にも各部署で様々な事業を展開

千住の魅力をPRし、来街者増、
地域や経済活性化に繋げる

新たな繋がりを創出し、持続可
能な地域活性化を目指す

Goal

1

2

千住宿の歴史や人々
の生活を紐解き、今
に伝えまする

既存企画の冠化や特
別企画により街を盛
り上げます

千住の魅力を区内外
に発信し、イメージ
向上を図ります

既存助成に加え、地
域の企画を後押しす
る助成を実施します助成

・

Start ※ 緑色の事業の詳細は次ページで紹介

予算編成のあらまし：３８～３９ページ
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予算のあらまし：●ページ

５－２ 千住宿開宿４００年記念事業 主な企画

千住地域
魅力体感企画

（区外へ向けたシティプロモーション）

特別展示

「千住宿400年」

【35,000千円】

【20,000千円】

【9,547千円】

宿場の歴史・美術品、千住
の魅力や関連イベント等を
まとめた特設サイト

千住を楽しみ尽くす

千住宿開宿400年
プロモーション

千住の魅力を区外へPR

宿場が整備されたとされる秋に盛り上がりのピーク
を作る

千住宿の歴史を紐解く

美術品だけでなく、工芸品、歴史資料などの
“お宝”が一堂に会する展覧会

■場所：郷土博物館（大谷田5-20-1）

400年特設サイト

400年情報を集約！

関連情報を集約し、千住の
魅力を伝える

秋頃

10/21

1/11

【運営費：1,441千円】

※ 日程は予定

食、歴史・文化、体験、買い物などの視点で来街者
が楽しめる、まち歩きなどの企画を実施

区や民間のイベント及び千住地域の店舗と連携し、
街全体の一体感を創出

「ワケあり区、足立区。」のキャッチコピーのもと、
動画（ユーチューバーの活用）や鉄道・雑誌広告等
により効果的なPRを展開

江戸最大の宿場として栄えた輝かしい千住宿
の歴史を紹介

シティプロモーション課

足立区観光交流協会

郷土博物館

予算編成のあらまし：３８～３９ページ

4月1日公開！
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子ども・若者全力応援PLAN！1 子育て家庭＆若者の夢の実現を全力応援！

備えが命をつなぐ、足立の5つの防災アクション！2 大規模災害への対策強化

持続可能なまちづくり3 区内経済支援/人材確保・定着支援策/脱炭素社会の実現へ
足タク本格運行開始/ 「トクリュウ」対策

新たな足立の魅力を創出4
千住宿開宿４００年記念事業５

エリアデザイン/「すこやかプラザ あだち」開設

郷土博物館リニューアルオープン６

千住地域魅力体感企画/千住宿開宿400年プロモーション

企画展「千住・足立の文化遺産（前期）」 32



予算のあらまし：●ページ

６ 郷土博物館リニューアルオープン①

郷土資料館から「美術博物館」へ

文化遺産調査の成果を展示Point 2
美術品の展示
スペースを増設

・ 専門家から「美と知性の宝庫」と称された足立区

・ 数々の貴重な美術品を展示するスペースを新設

・ 従来の郷土資料館には類を見ない新しい施設に

Point 3
貴重な美術品や
古文書を保護

エアタイトケース(*)の導入 *  気密性の高い展示ケース

・ 徹底した温湿度管理が可能に

・ 文化財を傷める有害物質をシャットアウト

・ 国重要文化財クラスの資料展示を目指す

Point 1
郷土史展示を
リニューアル

美術を育んだ豊かな郷土の歴史を紹介

・ 産業史を中心とした展示から文化が花開いた足立
の繁栄の歴史を中心とした展示にリニューアル

・ 数々の資料から足立に美術が根付いた“ワケ”を紹介

区制80周年に始まった文化遺産調査により、貴重な資料が多数発見された
それは「美と知性の宝庫」と称されるほど。それらを余すことなく展示

１F 第一展示室

１F ホール

１F 企画展示室

４月２6日(土)
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６ 郷土博物館リニューアルオープン②

・ 美術雑誌「國華」にも掲載された文化遺産を中心に前後期に分けて展示

・ 前期は千住の琳派作品を中心に構成

・ 後期は谷派、狩野派の作品を中心に紹介 （令和８年２月開催予定）

・ ４月２６、２７日は、ステージなどのミニイベントも実施

「四季草花図屏風」 「月次景物図」 「八橋図屏風」

千住の琳派を代表する絵師 村越向栄による作品

増設した美術品展示スペース（1F ホール）

リニューアルオープン企画展「千住・足立の文化遺産（前期）」
4/26

6/29

ゴールデンウィーク期間中(*)入館料無料！
※休館日４月２８日は除く

リニューアル工事中の様子

しきそうかずびょうぶ やつはしずびょうぶつきなみけいぶつず

4/26

5/6
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「令和7年第1回足立区議会定例会」で
可決された場合に予算が執行されます

これからも に選ばれる 足立区へ

35


